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実践報告

「聞く」活動に焦点を当てた道徳授業の試みと反省

「『聞く』ことを促す発問Jと「聞き合いメモ」の活用を通して

I はじめに

林田 清美（長崎大学教育学研究科教職実践専攻）

山岸賢一郎（長崎大学教育学研究科）

著者の問題関心は、児童が互いの考えをしっかりと「聞く」ことのできるよう

な授業を構想し、それを実践することにある。そのために、本授業実践では、児

童の「『聞く』ことを促す発問」と、「聞き合いメモ」を取り入れた授業を構想し、

実践した。この報告書では、授業実践のコンセプトや授業の実際に基づいた反省

と改善について、とりわけ「『聞く』ことを促す発問」と「聞き合いメモ」に焦点

を当てて、報告する。

まず、ここで報告する、「聞く」ことについての問題意識について説明しておき

たい。筆者の研究における「聞く」とは、端的に述べれば、他者の言葉を否定せ

ずにしっかりと耳を傾け、受けとめて「聞く」ことである。授業者が B小学校で

行った学校教育実践実習 1（平成 27年 4月～6月）では、児童の言葉を受けとめ

て聞いている一場面があった（図 1）。

感謝にかかわる道徳授業の終末において

T （略）お礼っていうのは、具体的にどうするの？

Cl お手紙を書く！

T そうね、お手紙を書くのがいいかもね。

C2 おりがみで何か作ってプレゼントしてもいいですか？

T いいですか？じゃなくて、（略）あなたがそうしたいなら、してください。

C3 でも、みんながプレゼントとかお手紙をあげすぎると、お部屋がいっぱいになって

パンパンになっちゃう（略）。

T わかった、あなたたちは、みんなのことを思って言ってくれたんだね。でもね、お

手紙とかプレゼントは、どんなにたくさん貰っても嬉しいですよ。だから、そこは気

をつかわないで、したいなと思ったらやっていいからね。

図1 B小学校の教師と児童の会話

このときの教師は、ただの受信者として聞いているのではない。児童の言葉をた

しかに受けとめて「聞いて」いる。児童は、「わたし（ぼく）はこうしたい、こう

思っている」という自分なりの思いをもっている。児童の思いは、担任教師やほ

かの児童に聞いてもらい、受けとめてもらったときに自信に繋がるのではないか。

哲学者として「聞く」ことを論じている鷲田清ーは、「（聴く）というのは、何も

しないで耳を傾けるという単純な行為なのではない。それは語る側からすれば、
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言葉を受け止めてもらったというたしかな出来事である。」（鷲田， 1999,p.11）と

述べている。B小学校の児童の言葉と教師の振る舞いは、これと同様ではないかロ

また、同氏は、精神医学を例にしながら「聴くことが、ことばを受けとめるこ

とが、他者の自己理解の場を普」（鷲田清一， 1999,p.11）き、「じぶんのことばを

受けとめてもらえる経験、じぶんのことばを聴きとってもらえる経験が、受苦者

にとってはとても大きなカになる」（鷲田清一， 1999,p.55）と述べている。 B小

学校の例で言えば、教師が児童の言葉を受けとめることは、児童の「手紙を書き

たい」「折り紙のプレゼントを渡したい」という思いを後押しするという重大な意

義をもつのである。そのため、他者の言葉をしっかりと受けとめて「聞く」こと

は、教育上の意義があると考えられる。

このような、他者を受けとめて「聞く」振る舞いは、教師と児童の聞のみだけ

でなく普段の児童同士の人間関係の構築・維持においても重要なことである。

児童の対話を視点に実践研究を行った名越早苗は、「自分の考えを安心して話し，

聞くことができるような受容的な雰囲気が学級になければならない。一人一人を

かけがえのない存在として尊重する雰囲気，互いがありのままを認め，受け容れ，

肯定し合う雰囲気が必要である。」（名越， 2005,p121）と述べた。学級で毎日の

学習を共にする児童と児童の聞においても互いを受けとめることは意味のあるこ

とであり、相手を受けとめて「聞く」活動を児童にも実践できるようにすること

は、本授業実践のねらいである。

しかし、実際には、鷲田が述べたような、他者を肯定したり後押しをしたりす

る聞き方は、児童にとって容易なことではない。たとえば、今回授業を行った A

小学校の児童は、互いに考えを述べ合うとき、どうしても否定的に聞いていたり、

自分が発言するだけで満足したりする様子がうかがえる。そのため、肯定や後押

しをするという意味で「聞く」ことを目指すのは、児童にとって非常にハードル

が高く、直接の目標としては掲げ難い。それを目標にするためには、児童が他者

の言葉を無視することなく、しっかり言葉を聞いているという状態が前提になく

てはならない。それができではじめて、鷲田の言うような、相手の言葉を肯定し

たり後押しをしたりする聞き方を育むという目標をもった授業を実践することが

できるのではないか。

このような理由から、今回の授業実践においては、児童が他者の言葉を無視し

たり否定したりすることなく、しっかり「聞く」ことができるというのを目標に

した。その手立てとして、「『聞く』ことを促す発問」と「聞き合いメモ」を取り

入れ、道徳授業を構想した。この 2つについては、 E授業計画で詳しく述べるこ

とにする。この実践報告では、「『聞く』ことを促す発問」と、「聞き合いメモ」を

取り入れた授業計画について解説し、授業の実際に基づいた反省と改善について

報告する。

n 授業計画

今回、道徳授業を行ったのは、 A小学校の第 5・6学年複式学級（5年生 4名、
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6年生 9名）であるロ授業回数は 1回で、価値項目「謙虚・寛容」にかかわる内

容を取り上げた授業を行ったロ資料は、『銀のしょく台』（東京書籍）を使用し、

ねらいを「他者を人として受け入れることの大切さに気づき、自分なりの考えを

もつことができる」と設定している。道徳授業としては、このねらいを立ててい

るが、実践研究としては、このねらいを達成するためのひとつの手立てとして、

前述したような「聞く」ことにかかわる活動に注目している。

『聞く」ための手立てについて解説する前に、ここで、授業全体の構成につい

て説明しておく。本授業は、主に、 4つのパート、①自己理解し問題意識をもっ

パート、②価値にかかわる予想を自由に出し合うパート、③本時の価値について

深く迫るパート、④本時で学んだことを各々でまとめるパート、から構成される。

①では、司教の姿についての率直な感想を語り合いながら、なかなか他者を受け

とめることができない自分を理解する。そのうえで、②では、なぜ司教が盗人の

ジャンを許したのかを考え、③で、人を受け入れることの価値に迫る。最後の④

のパートでは、本時の学びをまとめる。この授業構成において、「『聞く』ことを

促す発問」は②と③にまたがって取り入れ、「聞き合いメモ」は③に取り入れた。

以下に、『『聞く』ことを促す発問」と「聞き合いメモ」にかかわる、主な本時の

展開を掲載しておく（図 2）。

過程 学習活動 発聞と予測する児童の反応 指導上の留意点

導
学習テーマを知る（省略）

入

資料の読み聞かせ（省略）

展 ①自己理解し問題意識をもっパート

資料を読んで考 司教が、ジャンに燭台を渡 0児童の自己理解を高める
開 える。 したことをどう思うか。 ために、普通はできない

( i ）問題意識を ・優しい、すごいなど肯定・ 自分に気づかせる。児童

もつ 肯定に近いもの が安心して発言できるよ

※今の自分を －もったいない、普通はで うに、その難しさに共感

理解 きない、悪い人に渡す必 して全体で共有するよう

要はないなど否定・否定 にする。

に近いもの 0場面を想起しやすいよう

→ジャンのために尽くして に、必要があれば、銀の

いるa 自分は普通そこまで 食器や銀の燭台の写真を

することは難しい史 見せたり、当時の価値を

伝えたりする。

②価値にかかわる予想を自由に出し合うパート

（量｝司教の意図 発問 A：なぜミ司教はジヱ 0銀の食器を盗んだジャン
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や恩いを予想す｜ンに燭台を渡したのか

る ｜・憲兵を納得させるため・

助けたいなど、主~ゑ2.

とする

・貧しさを知っていたか

ら・これを売って暮らし

てほしし、など、之えと!Q

猿蔑ゑ悪銭ムエ~ゑとす
る

－悪いことには使わない・

正しい人になってほしい

など之ヱとゑ宜主エ心-2
とする

・ジャンは悪さをしたが、

ムよムエ重立み主主とす

る

・もう自分には必要ないか

らなど、主企飽食主主E
~とする

に燭台を渡した司教が、

なぜその行動に出たのか

について、児童の考えを

引き出す。

0児童からの考えは、この

後の展開で活用するた

め、登場人物の背景や物

語の展開を振り返りなが

ら、できるだけたくさん

引き出し、できるだけ似

ているものを寄せて児童

が考えやすいように配慮

する。

※特に、本時で児童に気づ

かせたいものは、「ジャン

を人として受け入れた」

司教の姿である。

③本時の価値について深く迫るパート

（温）価値に迫る｜発問 B：この中で本当にジ 10ここでは、これまでに出
一度、板書の中｜ャンにとって嬉しい司教の

で今の自分の考｜昼と且主主主

えに似ているも｜・貧しい自分をわかってく

のにネームプレ｜れている

ートを貼る。 ｜・こんな自分の幸せも願っ

ネームプレート

を見て、自分の

考えとは違う人

と2～3人のグ

ループを組み、

互の考えを聞き
A > 

台ヲ。

※聞き合いメモ

てくれる

・自分を信じてくれている

．自分のためを思ってくれ

ている

－応援してくれる人がいる

．変わるチャンスをもらっ

た

・自分もまだ頑張れそうだ

．一人じゃないな

・頑張って恩返しをしよう

→ジャンを思う気持ちゃ理

した考えを受け入れて聞

くための視点を与え、広

い心をもって相手を受け

入れることの価値に迫

る。

0自分とは違う考えをもっ

た人と活動をするため、

相手の考えをよく聞くよ

うに促す。そこで、友達

の考えをしっかり受け止

めることができるように

するために、旦主主とよL
モを用いて、書き留める

4♀羊主主。
0特に、「なぜ、その思いが

ジャンにとって嬉しいの

か」という理由の部分に
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解しようとする気持ちがあ 注目しながら聞き合うよ

れば、ジャンにとって嬉し うにすることで、人を受

いのではないかa け入れる心を持つことの

価値に気づくことができ

るようにする。

全体共有（省略）

④本時で学んだことを各々でまとめるパート

終 ④考えたこと 0聞き合ったことを振り返

をまとめる。 り、広い心をもって受け

末 本時で考えたこ 入れることの大切さ（価

とで、大切だと 値）について確認する。

思ったことを書 0聞き合ったことを踏まえ

く。 て、さらに、今の自分に

とって必要な思いや、こ

れから大切にしていきた

い思いを記述すること

で、一人一人が本時の学

び（自分の内面）を振り

返ることができるように

する。

図2 本時の主な展開内容

上に示した本時の展開のうち、「『聞く』ことを促す発問」と「聞き合いメモ」

について解説したい。確認しておくと、今回の授業のコンセプトは、普段、他者

の言葉に耳を傾けるのが苦手な児童が、しっかり「聞く」ための手立てを導入し

て実践することである。

「『聞く』ことを促す発問」は、互いに出し合った考えから、自分にとって納得

のいくものを選ぶという目的を与えることができる。そうすることで、あえて、

児童が他者の言葉に向き合って「聞く」ことを意識しなくても、検討のための素

材として、自然と他者の言葉に向き合うことができるのではないか。その「『聞く』

ことを促す発問」が、次の 2つである。

発問 A 「なぜ、司教はジャンに燭台まで渡したのだろうか」

発問 B 「この中で、本当にジャンにとって嬉しい司教の思いはどれか」

発問Aでは、盗人のジャンに萄台を渡した司教の思いについて予想する（②の部

分）。そして、ジャンの立場に視点を変えて、発問 Aの回答に向き合うための発

問 Bを与える（③の部分）。発問 Bを与えられた児童は、これまでに出し合った

互いの言葉をもう一度振り返って、司教のどの思いがジャンにとって嬉しいのか、

比較検討を始めることができる。つまり、発問 Bを与えたとき、児童が自然と他
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者の言葉を「聞く」はずである。

なお、次の聞き合いの活動が円滑に進むようにするために、発問Bを受けて選

択した考えには、黒板に自分のネ｝ムプレートを貼るようにし、学級の児童の考

えが可視化できるよう西日慮した。

次に、「聞き合いメモ」（図 3）について解説する。「『聞く』ことを促す発問」

においては、児童が意識しなくても自

然と聞くことができるように毘慮した。

それに対して、「聞き合いメモ」は、「聞

く」こ左を意識して相手の言葉に向き

合うことができるようにするための教

材である。用紙の前半「本当にジャン

にとって嬉しい司教の思いはどれだろ

う」の欄には、発問 Bに対する自分の

考えを記入する。その下の「聞き合い

メモ」に、聞いた相手の名前と、その

人から聞いたことを記入する。話し手

は、自分が書いたことを教える。また、

児童の過重負担とならないように、聞

く相手を最大 3人と制限した。とのよ

うに、聞いたととを書くための用紙を

与えるととで、児童は相手の言葉に向

き合って「聞く Jことを意識するので

はないか。

m 授業の反省

名前｛

:s当1e::1t’ンにとコて・しい竜開の思い協とれlt3う

圃1!8いメモ

聞いE人の昌嗣 閣いたこと

図3実際に配布した聞き合いメモ

以上のように、本授業実践では、「『聞く』ことを促す発問」と「聞き合いメモJ

を取り入れて授業を行った。本章では、授業改善をするべく、とりわけ 2つの手

立てについての反省点を明らかにしたい。

「『聞く』ことを促す発問Jは、児童が「聞く Jことを意識しなくても、比較検

討のために自然と他者の言葉を「聞くJことができるようにする手立てだった。

実際には、発問A「なぜ、司教はジャンに燭台まで渡したのだろうかJに対して、

児童が出した意見は、「①心を変えるチャンスを与えたJ、「②貧しい人たちのもの

だからJ、「③また刑務所はかわいそうJ、「④心の広い人だったから」の 4つであ

る。そして、発問 B「この中で、本当にジャンにとって嬉しい司教の思いはどれ

かJを提示する計画だった。しかし、児童が「許せばジャンのためにならないj

という表現をしたため、授業中に、「この中で本当にジャンのためになるものはど

れかJという発聞に変更した。とはいえ、発問 Bのもつ、他者の考えを検討する

という意図に変わりはない。変更した発問 B受けて、児童がそれぞれ比較検討を

行った結果、「①心を変えるチャンスを与えたj に 11名、「②貧しい人たちのも
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のだから」に 1名、「③また刑務所はかわいそう」に 1名が選択した。児童は、

それを選択した理由について、「聞き合いメモ」（図 3）の前半部分に記入してい

る。このときの児童の考えの例を図 4に示す。

児童A ①「心を変えるチャンスを与えた」を選択 ※①は他 10名の児童が選択した

理由：（略）ここで、警察につきだした所で多分なにも変わらないし、それだ

ったら、自分が最後の被害者になれば良いと考えたから。

児童B ②「貧しい人たちのものだから」を選択

理由：銀の食器を売ってお金にして（略）しあわせなくらしにしてあげたい。

児童 C ③「また刑務所はかわいそう j を選択

理由．ジャンに優しくしたらもう、ジャンもぬすみをやめるようになるからと

思ったからB

図4 発問 Bを受けての児童の考えの例

児童は、出し合った司教の思いのうち、ジャンのためになりそうなものを選択し

ており、 13名全員がそれを選択した理由を記述した。そのため、一見すると児童

が他者の言葉に向き合うことができたように見える。しかし、児童が出し合った

一つ一つの言葉に、本当にしっかり向き合って検討していたとは言い難い。授業

映像を振り返ると、児童は、じっくり考える時間を取らずに、発聞を提示してす

ぐに即答していた。

では、このように、児童がじっくり考えて検討することができなかった原因は

何か。反省に 2つのことが挙げられる。 1つ目は、資料の読み聞かせや、場面の

確認を児童が理解できるように行うことができなかったことである。児童が理解

できる速度や間合いで読み、本時の話題となる場面について、丁寧に押さえるこ

とができなかったため、その後の教師の発問も児童に届かなかったと言える。児

童が本時の話題を明確に掴めないまま授業が進んだことで、ジャンの立場に視点、

を移したときに、児童がじっくり検討できなかったと判断した。 2つ目は、発聞

に至るまでの教師と児童とのやりとりにおいて、教師が児童の言葉を聞き流した

り、板書するだけで応答することを怠ったりして、話題が深まらなかったことを

指摘したい。発問 Bでは、すでに解説したとおり、他者の言葉を無視することな

く検討の素材として向き合い、選択することをねらっていた。そのために、それ

までに児童がそう答えた理由などを互いに深めておき、しっかり比較検討できる

という状態にしておかなければならない。よって、発問 Aの段階で、児童が活発

に意見を出し合う必要があったと判断できる。児童が一つ一つの互いの言葉とじ

っくり向き合って検討できるような、「『聞く』ことを促す発問」を支える手立て

が必要だったのではないか。

次に、「聞き合いメモ」について振り返る。「聞き合いメモ」は、児童に「聞く」

ことを意識させるための教材であり、これによって、児童が相手の言葉に耳を傾
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けることを目指していた。これは、発問 Bを受けて自分の考えを書いた後に、活

用する。しかし、実際には、児童が友達の考えを「聞く」というよりも、互いが

書いた文章を交換して読み、読んだものを聞き合いメモに書き写しているという

印象を受けた。また、聞き合う時聞が 3分程度と、時間を十分にとることができ

ずに、しっかり活動に取り組めないままの児童もいた。「聞き合いメモ」について

は、この 2点の実際について反省を報告する。

児童が、互いの考えを聞き合いメモに書き写すだけになり、「聞く」ことを実践

することができなかったのは、授業者の説明不足が原因である。実際に授業を進

め、「聞き合いメモ」の活動に移るとき、教師は、「近くの人と聞き合ってみてJ

「席を立ってもいいですよJとしか説明をしていない。本来ならば、「聞き合いメ

モjを使う目的や具体的な方法、「闇く Jことを意識しなければならないことにつ

いて説明しておくべきである。しかし、それが不十分であったため、児童は「聞

くJのではなく、書き写すだけになったのではないか。

また、十分に友達とかかわって活動できない児童がいたことについては、時開

設定が不十分であったことが原因と言える。 13名全員が、友達の考えを聞き合い

メモに記入することはできたものの、 3名の友達に聞いた児童は 2名、 2名の友

達に聞いた児童は 6名、 1名の友達に聞いた児童は 5名であった。聞き合った友

達が 1名という児童が 38.7%いたことからも、やはり、聞き合う時聞が十分に確

保できたとは言えない。

とはいえ、なかには友達と聞き合うことを意識した児童もおり、最後に学んだ

ことについて書いてもらったシートには、そのことについて記述している（図的。

1i, Iゴd芳~;J ＼・;J_fj ~イヌ亨考たぬバ江＂＇＇＂Jつ7｝彰μげι

イでのみ~；を／ゴ‘ ~1々考え ／）f {1’‘7美子主初切t内向It-・.

疑fo1Iくたムノfri b-.f:. 
図 5 「聞く Jに関連した児童の感想

以上が、「『聞く』ことを促す発問」と「聞き合いメモ」についての反省である。

本授業実践においては、児童が他者の言葉を、とりわけ肯定して受けとめたり後

押しをしたりする意味での「聞く」ことを目指しているのではなく、まずは否定

したり無視したりせずに向き合うことを目標に授業を構成していた。 しかし、児

童がそれをできるための十分な手立てができず、両者の評価ができるまでの成果

は得られなかった。

本章で報告する授業の反省は、次のように整理できる。

( 1 ）「『聞く』ことを促す発問」については、児童が互いに出し合った考えから、

本当にジャンのためになる司教の思いを選択していたが、出し合った互い

の言葉に対して、しっかり向き合って聞き、検討 していたとは言い難い。
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( 2 ）『聞き合いメモ」については、手立てが無かったため、児童は聞き合いメモ

に友達の考えを記入していたが、「聞く」ことを意識しながら活動してい

たとは言い難い。

w 授業改善
これまでに、児童が他者の言葉を否定せずにしっかり「聞く」ための 2つの手

立てについて反省を行ってきた。どちらの手立ても取り入れて授業を行うことが

できたものの、それらが児童の「聞く」に貢献できたかは、評価し難い。そのた

め、児童が「聞く」ことを促すための 2つの手立てには、補助の役割となる教師

の丁寧な支援が不十分だったことを指摘した。本章では、「『聞く』ことを促す発

問」と「聞き合いメモ」を生かすため、前章で整理した反省に基づき、考え得る

改善を述べたい。

( 1 ）「『聞く』ことを促す発問」については、ただ提示するだけでは、児童が互

いに出し合った一つ一つの言葉に、しっかり向き合って検討することができない。

たとえば、授業映像を振り返ると、授業者は、児童の発言に対して、「なるほどね」

の言葉や復唱の応答が中心だった。このような授業者の暖昧な応答が続き、児童

は互いの考えを共有したり詳しく聞いたりすることができないまま、「『聞く』こ

とを促す発問」に移っているロそのため、発問そのものを生かすためには、児童

が発問の意味理解に戸惑うことなく考え始めることができるような、手立てが必

要である。そこで、資料の読み聞かせと、その後の資料の要点整理、問題意識を

持つ段階（4つのパートの①の部分）から、丁寧に児童の言葉に応答しておかな

ければならないと判断した。具体的な改善として、読み聞かせや資料の要点整理

には、児童のベースに合わせたり、文カードを使用したりして、一緒に確認しな

がら進めておく。それが、児童にとって本時の話題を掴みやすくするのではない

か。また、児童が安心して自分の考えを発言することができるためには、教師が

児童の言葉に対して理由を聞いたり、他の考えとの違いを言語化したりするなど

の丁寧な応答を心がけておく。児童が互いに出し合った一つ一つの言葉に、しっ

かり向き合って検討することが「『聞く』ことを促す発問」の目標だが、教師が児

童の言葉に対して、丁寧な応答を心がけることは、それを支えるものになる。

( 2 ）「聞き合いメモ」は、ただ手元にあるだけでは、児童に「聞く」ことを意識

させることはできず、ただ記入欄に友達の文章を書き写すだけになっていた。ま

たは、交換して読み合うだけになっていた。そのため、「聞く」ことを意識できる

ようにするためには、「聞き合いメモ」のコンセプトを説明して、児童自身が「聞

く」ことが大切だと知る必要がある。今回は、それが抜け落ちていたため、児童

は本実践がねらっている使い方をしなかったと言える。児童自身が「聞く」こと

が大切だと知れるような説明をすることが、「聞き合いメモ」を生かす手立てとな

らないか。児童が「聞く」ことが大切であることを知るためには、 2つの方法が

考えられる。直接、児童に「聞く」大切さを伝える方法と、直接でない言葉によ
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って児童に「聞く」ことが大切だと思わせる方法である。しかし、本報告におい

て実際にどちらが改善として適当かを明確に述べることは難しいロとはいえ、他

者の言葉を否定したり、自分の発言だけに満足したりする児童にとって、何らか

の方法で、「聞く」ことが大切だと知ることができるような説明は必要である。本

実践の「聞き合いメモ」は、児童が他者の言葉を否定・無視することなく、とり

わけ意識してしっかり「聞く」ことを目標としていた。本改善策は、「聞き合いメ

モ」の目標を支える手立てになるはずである。

v 結語
本実践報告では、児童の「『聞く』ことを促す発問」と、「聞き合いメモ」を取

り入れた授業を話題にし、授業実践のコンセプトや反省・改善について、とりわ

け「『聞く』ことを促す発問」と「聞き合いメモ」に焦点を当てて、報告してきた。

ここで、報告の全体を振り返っておく。授業計画には、他者の言葉を否定した

り、自分の発言に満足したりする A小学校の児童の実態に合わせて、児童が意識

しなくても自然と他者の言葉に向き合えるような「『聞く』ことを促す発問」と、

「聞く」ことを意識できるための「聞き合いメモ」について解説した。実際には、

本報告が目指すような聞き方を、児童ができたとは言い難い。授業の反省では、

両者の手立てそのものに力が無かったわけではなく、それを生かすための、つま

り手立てを支えるための教師の支援が足りなかったことが原因であると指摘した。

改善は、（ 1 ）児童が一つ一つの他者の言葉と向き合う発問にするべく、児童の言

葉への応答に配慮する必要があること、（ 2 ）児童が「聞く」ことを意識できるよ

うな「聞き合いメモ」の目的や使い方について説明しておくこと、の 2点を整理

した。「『聞く』ことを促す発問」と「聞き合いメモ」を使用して、児童が他者の

言葉を否定することなく向き合えるようにしようとするならば、さらに、それを

支える教師の手立ても大切にしなければならない。ここに、本報告の問題関心に

対する糸口が見える。

まとめに代えて、今後の授業実践の方向について述べておく。本報告では、「『聞

く』ことを促す発問」と『聞き合いメモ」についての評価まで述べることはでき

なかったが、それらを教師の丁寧な配慮によって、生かし得る。そのため、改善

を踏まえて再度授業を試みる必要がある。また、本授業においては、授業の前後

で連想調査による授業評価も試みたが、児童が「聞く」ことを促す 2つの手立て

が機能しなかったため、本報告ではその結果を取り上げていない。連想調査によ

る授業評価は、改善後の実践に譲ることとしたい。
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